
千葉市ふれあい自然観察会

海辺の生き物観察～市の鳥コアジサシを探そう～

梅宮玲子（市原市）

日 時：2026 年 5 月 16 日（土）10 時から 12 時  天気：快晴

場 所：検見川の浜

参加者：25 名（大人 14 名、子ども 11 名）

担当指導員：田島、平田稚、井上、梅宮、事務局：伊藤 参加指導員：藤井

よく晴れた青空の下、「海辺の生き物観察～市の鳥コアジサシを探そう～」が実施されました。最

初に、田島指導員から海の危険な生き物に触れない事、また浜辺ではお子さんから目を離さないよ

う保護者の方にお願いしました。次に平田指導員がコアジサシのクイズをして、ある程度理解してか

ら浜辺に 3 班に分かれて出発しました。浜辺では、井上指導員から満潮と干潮のクイズなど。その

時ちょうど飛んでいったコアジサシを１羽、運よく見ることが出来た人もいました。ウミネコ、カワウ、ハ

シブトガラスも飛んでいました。

最初に貝の浄化実験のために二枚貝を探してもらい、米のとぎ汁を海水と混ぜて、濁った状態の

容器を 2 つ準備した一方に集めた二枚貝を入れました。たくさん入れた二枚貝のおかげで、

かなり早く透明になりました。それから海の生き物ビンゴをもとに海辺の生き物を探しはじめ、途中ヤ

ドカリ競争や、二枚貝が砂に潜る様子を観察したりしてかなり盛り上がりました。

採取した生き物を 海水を入れたバットに貝、甲殻類、クラゲ、魚、ゴカイ類、海藻類に分け、

田島指導員がその内の何点かについて説明しました。タテジマイソギンチャク、タマシキゴカイの糞

塊、スゴカイイソメの棲管、カンザシゴカイの仲間、ゴカイの仲間、ミドリイガイ、アサリ、シオフキ、ハ

マグリの仲間、バカガイ、ホンビノスガイ、イボニシ、アラムシロガイ、アラレタマキビ、カラマツガイの

卵のう、イソガニ、イシガニ、イワフジツボ、ヨコエビの仲間、ユビナガホンヤドカリ、コブヨコバサミ、エ

ビジャコ、ユビナガスジエビ、クルマエビ、ワレカラ、アナゴ、ボラ、ホウボウの仲間、フナムシなど。最

後に海の生き物のつながりを イラストをみせながら解説し、海は私たちの暮らしとつながっているこ

と、海の生き物が水をきれいにしていること、身近な海の大切さについて話し、採取した生き物たち

を海に戻して現場解散となりました。

干潮と満潮のクイズ                            採取した生き物の説明


